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学校における特色ある食育実践事例の紹介 

教科名等 学級活動、生活科、総合的な学習、その他の教育活動 
単元名等 研究主題：よりよい食習慣を身に付け、心と体の健康づくりをする児童の育成 
取組学年 １～６年 取組時期 通年 毎年取組の有無 有 

 
 
 
 
 

取組内容 

１ 栄養職員による栄養ミニ指導 

○ 栄養職員が、児童と一緒に給食を食べた後、栄養等のミニ指導をする。 
４月 学校給食の基準量  
５月 食事のマナー 

11月 ご飯、パンは脳のエネルギー 

食料の生産と流通 

６月 正しい手洗いの仕方 
よくかんで食べる 

12月 栄養のバランス 

7・8 

月 

食事の大切さ 
おやつの上手なとり方 

1・2 

月 

沢内の学校給食の歴史 

沢内の郷土食 

９月 ３つの食品群とその働き 
10月 好き嫌い 

３月 １年間の反省 

２ 教科等での指導 

  ○ 学級活動、家庭科、総合的な学習等で、できるだけ協力指導を行い、食に携わ  
る人の「思い」や専門的な知識を児童に伝え、よりよい食生活への実践意欲を   

高める。 
○ 「生活科」、「総合的学習の時間」の教材開発 

学年 教科等、単元名 主な体験活動 

１年 生活科「へんしん！はなややさい」 ・大豆の栽培、豆腐作り 

２年 生活科「はたけできらきら」 ・ソバの栽培、ソバ打ち 

３年 総合的な学習の時間 「いっぱい実れ お米くん」 ・稲の観察 

４年 総合的な学習の時間「食のむだなし、大作戦！」 ・大根の栽培、大根料理 

５年 総合的な学習の時間「グーグー おやつだ Cooking」 ・おやつ作り 

６年 総合的な学習の時間「食のワールドカップ2006] ・郷土料理作り 

全校 生活科、総合的な学習の時間「米作り体験」 ・田植え、稲刈り、脱穀等 

    ※体験活動をさせることにより、食材や食材を作る人への関心を高める。 

３ 家庭・地域との連携活動 

  ○ 家庭や地域との連携活動を行い、保護者の食に対する意識を高める。 
保護者の研修 郷土料理を学ぶ会、料理講習会 等 
親子での取組（学校で） 授業参観、親子給食会、収穫感謝祭  等 
親子での取組（家庭で） 食育標語づくり、「わが家の努力目標」の取組 等 
情報提供 校報、給食だより、保健だよりの発行  

 

本取組を行っ

ている理由 

○ 平成１７・１８年度に独立行政法人日本スポーツ振興センターからの委嘱並び

に西和賀町教育委員会からの指定研究を受け、食育の研究に取り組んだ。 

○ 児童の実態から、食育の内容を「規則正しく三食食べる」「栄養バランスを考

えて食べる」「感謝して食べる」「楽しく食べる」の四点とし、多様な取組を工

夫した。 

○ 地域で採れる食材や地域に伝わる食文化等にも目を向けさせ、地域のよさや伝

統 を大切にし、受け継いでいこうという気持ちも育てたいと考えた。 




